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  ＜小学校第６学年＞     （   ）内は全国（公立）との差    ＜中学校第３学年＞    （   ）内は全国（公立）との差 
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問  題  H19 H20 H21 H22 H24 H25 

国語Ａ 
81.7 
(0.0) 

64.3 
(-1.1) 

68.8 
(-1.1) 

82.9 
(-0.4) 

80.4 
(-1.2) 

61.1 
(-1.6) 

国語Ａ 
82.7 

(+1.1) 
73.7 

(+0.1) 
77.8 

(+0.8) 
74.8 

(-0.3) 
75.4 

(+0.3) 
77.2 
(+0.8) 

国語Ｂ 
61.0 

(-1.0) 
49.5 

(-1.0) 
49.9 

(-0.6) 
77.2 

(-0.6) 
54.2 

(-1.4) 
47.9 
(-1.5) 

国語Ｂ 
74.0 

(+2.0) 
60.8 
(0.0) 

76.5 
(+2.0) 

65.8 
(+0.5) 

63.7 
(+0.4) 

68.0 
(+0.6) 

算数Ａ 
81.1 

(-1.0) 
71.4 

(-0.8) 
78.9 

(+0.2) 
74.8 

(+0.6) 
72.6 

(-0.7) 
76.8 
(-0.4) 

数学Ａ 
71.9 
(0.0) 

62.4 
(-0.7) 

62.8 
(+0.1) 

63.8 
(-0.8) 

61.6 
(-0.5) 

63.8 
(+0.1) 

算数Ｂ 
62.1 

(-1.5) 
50.7 

(-0.9) 
53.3 

(-1.5) 
49.0 

(-0.3) 
56.6 

(-2.3) 
56.3 
(-2.1) 

数学Ｂ 
60.6 
(0.0) 

48.5 
(-0.7) 

57.9 
(+1.0) 

42.8 
(-0.5) 

49.6 
(+0.3) 

41.1 
(-0.4) 

                                                   〔Ｈ22,24 は抽出校の平均正答率〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、平成２５年度全国学力・学習状況調査の結果について、県全体の状況や全国（公立）との比

較から分かる特徴についてまとめたものです。「確かな学力」向上のための指導改善にお役立てください。 

(1) 各 教 科 の 平 均 正 答 率  

○ 本 県 の 平 均 正 答 率 （ ％ ）  

とととちちちぎぎぎののの子子子どどどもももののの「「「確確確かかかななな学学学力力力」」」向向向上上上のののたたためめめににに   

～ 平成２ ５年度 全国学 力・学 習状況 調査結 果から ～  

 

 
中学校では、

数学Ｂは尐し

下回っていま

すが、他は全

国を尐し上回

っています。 

小学校では、平成２４年

度と同様に、国語Ａ・Ｂ、

算数Ａ・Ｂの全てで全国の

平均正答率を下回ってお

り、特に算数Ｂはやや低い

結果となっています。 

基礎的・基本的な知識・技能を確実に
習得させるとともに、思考力・判断力・
表現力等を育成するための学習活動を
工夫しましょう。 

特に、言語活動を充実させるなどし
て、以前から本県の課題となっている
「理由を説明したり資料等を読み取っ
てまとめたりする力」を育てましょう。 

○ 全 国 の 平 均 正 答 率 と の 差 （ ％ ） 

全国との差が２％

以上あります 

 

１  教 科 に 関 す る 調 査 の 結 果 か ら  
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＜小学校国語Ｂ＞                 ＜小学校算数Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜中学校国語Ｂ＞                 ＜中学校数学Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ Ｂ 問 題 に お け る 正 答 数 分 布 グ ラ フ（ 横 軸：正 答 数 、縦 軸：割 合 ） 

正答数分布グラフは、正答数ごとの児童生徒の割合を表したものです。グラフの形

から、問題の難易度や集団のどの部分に課題があるかを分析することができます。 

ここでは、B 問題の正答数分布をみてみましょう。 

全国の値を

下 回 ってい

ます。 

右のグラフは、平均正
答率が全国と同じになる
ように作成した、中学校
数学Ｂのサンプルです。 

このように、平均正答
率が同じでも、学校によ
って分布が異なる場合が
あります。 

自 校 の 正 答 数
分布グラフはど
のような形を描
いているでしょ
うか。 

正 答 数 ご と の
分布の状況を確
認し、指導に生か
してください。 

 
中学校の国語 B で

は９問のみ、数学 B で

は１１問以上正答した

生徒の割合が、全国

を下回っています。 

小学校の国語 B で

は７問以上、算数Bで

は１０問以上正答した

児童の割合が全国を

下回っています。 

本県のグラフの形は全国とほ
ぼ同じですが、正答数の多い層が
やや尐ないことが分かります。 

個に応じた指導を充実させる
中で、正答数の多い層に入る児童
生徒への指導についても工夫し
ていきましょう。 

○○中学校 数学Ｂ 正答数分布グラフ 

生徒数 121 人  平均正答率 41.5％（全国と同一） 

（ ％ ）  （ ％ ）  

（ ％ ）  （ ％ ）  

（ ％ ）  

(2) B 問題における正答数分布  
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＜友達と話し合うとき、友達の話や意見

を最後まで聞くことができていますか＞         

＜友達の前で自分の考えや意見を発表

することは得意ですか＞ 

＜ 2 自分には、よいところがあると思いますか＞ 

＜ 3 家で、自分で計画を立てて勉強していますか＞ 

＜ 1 勉 強 が 好 き で す か ＞  

＜ 4  どれくらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを視聴しますか＞ 

(1) 家庭での学習や生活の状況  

 
 

 
計画的に学習している

児童生徒は小学校で６割、

中学校で５割程度です。 

また、約４割の児童が３

時間以上テレビやビデオ

等を視聴しています。 

学習に対する関心

や意欲、家庭学習の状

況、自尊心などについ

ての肯定的な回答の

割合※ は、全国（公立）

を上回っています。 

学習意欲や自尊心に関わる項目に

ついては望ましい傾向がみられます。 

しかし、計画的な家庭学習の取組な

どは、全国より高いものの、まだ十分

とはいえません。また、テレビ等を長

時間視聴している状況も課題です。 

今後とも、家庭の協力を得ながら改

善を図っていく必要があります。 

 
「意見を発表するこ

と」が得意であると回

答した児童生徒は、全

国と同程度ですが、５

割を下回っています。 

 

「聞 くこと 」について

は、全国と同様に小・

中学校ともに、９割以

上の児童生徒が肯定

的に回答しています。 

聞く態度に関して、よい傾向がみられ

ます。 

一方、発表することについては小・中

学校ともに５割に達していません。言

語活動を工夫して、コミュニケーショ

ン能力を向上させましょう。 

〔※1～3 のグラフの数値は、児童生徒が「当てはまる」
「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合(%)〕 

〔数値は、児童生徒が「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合(%)〕 

〔4 のグラフの数値は、視聴時間ごとの児童生徒の割合(%)〕 

２  児 童 生 徒 質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら  

ら  
 

 

(2) コミュニケーション能力に関わる状況  
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平成 21 年度 

＜授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施したか＞  

＜小学校第６学年の児童に対する国語の指導とし
て，前年度までに，家庭学習の課題の与え方につ
いて，教職員で共通理解を図りましたか＞ 

＜中学校第３学年の生徒に対する国語の指導とし

て，前年度までに，家庭学習の課題の与え方につ
いて，教職員で共通理解を図りましたか＞ 

＜小学校第６学年の児童に対する国語の指導とし
て，前年度までに，保護者に対して児童の家庭学
習を促すような働きかけを行いましたか＞ 

＞ 

＜中学校第３学年の生徒に対する国語の指導とし
て，前年度までに，保護者に対して生徒の家庭学
習を促すような働きかけを行いましたか＞ 

 
＞ 

 家庭学習の課題の与

え方について教職員で共

通理解を図ったり、保護

者への啓発を行ったりし

ている学校が、全体とし

て増加しています。 

今後とも、家庭学習の充実を図るため、

自校の取組を見直していきましょう。 

特に中学校においては、教科間で 

連携を図るなどの工夫をしましょう。 

こ れ ま で 県 教 育

委員会では「家庭学

習のすすめ」リーフ

レット等で、家庭学

習の習慣化、宿題の

内容の工夫などに

より、学力の向上を

図るよう呼びかけ

てきました。 

 左のグラフから、

各学校において、家

庭学習を充実させ

る取組が進んでい

ることが分かりま

す。 

 
０～４回の学校は

減尐していますが、

全国と比べ１０％以

上多い状況は平成

２１年度と変わりま

せん。 

平成２１年

度と比較する

と、実施回数

は小・中学校

ともに増加し

ています。 

学力向上のため必要な校内研修の内容や回数につ
いて、毎年その成果を検証することが大切です。 

今後、授業研究会を既に数多く実施している学校に
ついては、内容の更なる改善・充実を図りましょう。 

回数が尐ない学校は、数人の教員で授業を互い 
に見せ合う機会を増やすなど、実状に応じて研修 
の機会を確保しましょう。 

(1) 家庭学習の指導に関する状況  
 

〔数値は、学校が「よく行った（当てはまる）」「どちらかといえば、行った（当てはまる）」と回答した割合(%)〕 

〔数値は、学校数の割合(%)〕 

３  学 校 質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら  

ら  
 

 

(2) 授業研究を伴う校内研修の回数（平成２１年度との比較）  
 

平成 25 年度 

保護者に対し

て家庭学習を促

すような働きか

けは、小学校で

は、非常に高い

実施率です。 

※算数・数学の指導に関
する質問でも、同様の傾
向がみられます。 
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＜全国学力・学習状況調査及び独自の調査等の結果を利用し、具体的な教育指導の改善等を行ったか＞  

 差  

1 5 . 0 %  

 差  

1 6 . 1 %  

 
Ｂ問題の正答率が全国より

２ポイント以上高い都道府県

では、「よく行った」と回答し

た学校が、本県より１５％以

上多いことが分かります。 

各種調査の結

果を活用してい

る学校の割合が、

全国より低いこ

とが分かります。 

正答率が全国より２ポイント以上

高い都道府県では、調査結果を積極

的に活用している傾向があります。 

学力向上の検証改善サイクルを 

構築・運用するため、調査結果の 

活用を進めましょう。 

※全国２ポイント超：国語と算数・数学のＢ問題のいずれかもしくは両方が、全国の平均正答率より２ポイント以上高い都道府県 
（小学校：１０自治体、中学校：１３自治体） 

 
学習内容を振り返る活動

（以下、「振り返る活動」）が

「よく行われている」と回答

した児童生徒が尐ないことが

分かります。 

また、中学生の約半数は、振

り返る活動があまり行われて

いないと回答しています。 

目 標 の 提

示について

は、学校の

肯定的回答

が９割を超

え て い ま

す。 

県教育委員会では、平成１８年に「本

時のねらい」を明確に児童生徒に示すこ

との重要性を、提言として発信しました。

このことが定着し、実践されていること

がうかがえます。 

課題となるのは、教師が目標の提示や

振り返る活動を行っていると思っていて

も、児童生徒にそのことが伝わっていな

い状況があることです。 
目標の提示や振り返る活動について、

内容・方法を工夫していきましょう。 
＜普段の授業では、はじめに授業の目標（めあて、ね

らい）が示されているか＞ 

＜普段の授業では、最後に学習内容を振り返る活

動をよく行っているか＞ 

 

(1) 授業での目標の提示、学習内容を振り返る活動の実施状況 
 

約半数の生徒が

振り返る活動を意

識していません。 

小

学

校

 

中

学

校

 

中

学

校

 

小

学

校

 

〔数値は、学校数の割合(%)〕 

（ ％ ）  
（ ％ ）  

(3) 調査結果を利用し、具体的な教育指導の改善等を行った学校の割合 
 
 

４  児 童 生 徒 質 問 紙 調 査 と 学 校 質 問 紙 調 査 の 比 較 か ら  

ら  
 

 

全国２ポ
イント超 

全国２ポ
イント超 
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○現職教育資料（第４６４号）、 「とちぎの子どもの基礎・基本」問題事例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕、「家庭学習のすすめ」リーフレッ

ト及び本リーフレットは、栃木県のホームページからダウンロードできます。 

（栃木県ホームページ＞教育・文化＞学校教育＞学習指導・学力向上） 

  栃木県教育委員会事務局学校教育課学力向上推進室  〒320-8501  宇都宮市塙田 1丁目 1 番 20 号 TEL  028-623-3367  

                                                                                    FAX 028-623-3399  

現 職 教 育 資 料 （第 ４６４号 ）  「とちぎの子どもの基礎・基本」問題事例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕 

平成２６年度からは、全ての公立小・中学校にお

いて「とちぎっ子学習状況調査」が実施されます。 

県教育委員会では、調査結果活用研修会の実施や

担当者による学校訪問 などにより、各学校の取組を

支援していきます。 

今 後 は 、 こ れ ま で 行 わ れ て き た 各 種 調 査 と 併 せ

て、とちぎっ子学習状況調査の結果を活用して授業

を改善し、とちぎの子どもの「確かな学力」を向上

させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の児童生徒は 学習に関する関心・意欲等が高く、前向きに学校生活を送っていることがうか

がえます。また、学校においては、授業の目標の提示が定着してきていることなど、学力向上のた

めの取組が進められていることが分かりました。 

一方で、児童生徒のよい傾向が必ずしも学力の向上に結び付いてないことや、学校における調査

結果の活用が十分ではないことなどの課題があります。 

各学校においては、全国学力・学習状況調査結果や市町独自の調査等を分析し、見出された課題

の改善に取り組む際に、本資料で示した本県の状況や調査結果の分析方法等を参考にしてください。 

 

本県ではこれまでも、「確かな学力」向上に向けて「とちぎの子どもの基礎・基本」問題

事例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕などの資料を作成してきました。 

今回、平成２５年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、小学校算数における言語

活動を充実させた指導例について、現職教育資料（第４６４号、平成２５年１２月発行）

を作成しましたので、御活用ください。 

 

５  今 後 の 取 組 に つ い て  

ら  
 

 


